
臨床指標

　　　退院サマリー作成の重要性

　　退院サマリーとは、患者の病歴や入院時の身体所見・検査所見、入院経過など、入院中に受けた医療内容の

　　エッセンスを記録したものです。一定期間内に退院サマリーを作成することは、病院の医療の質を表しています。

　　公益財団法人日本医療評価機構では退院後１４日以内の作成を推奨しています。
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4月 348 87.4% 367 72.7% 415 83.3%

5月 350 93.1% 304 76.2% 373 81.1%

6月 330 79.0% 434 88.2% 398 87.1%

7月 231 68.8% 422 82.3% 394 82.1%

8月 272 67.2% 404 86.7% 440 82.9%

9月 259 64.6% 380 81.4% 385 86.5%

10月 290 68.7% 396 84.8% 463 82.0%

11月 322 70.3% 352 80.2% 462 83.1%

12月 345 72.6% 468 82.5% 519 84.0%

1月 293 75.5% 396 88.6% 393 82.7%

2月 285 71.3% 417 81.5% 406 79.8%

3月 337 72.9% 441 86.1% 418 82.6%

平成２４年度

式）　退院サマリー１４日以内作成率　＝　１４日以内に作成した件数　÷　退院患者数　×　１００

2-③　退院サマリー14日以内作成率

2　病院全体に関連する指標
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